
社団法人 日本医師会2007年12月6日

診療報酬には光熱水費の上昇を反映させる仕組みがない。しかし、
原油価格の上昇が医療機関に与える影響も考慮する必要がある。

過去2年間で、電気・ガス料金は約4％上昇した。現在も、原油価格の上昇がつづいて
いる。医療機関でも、車両費（ガソリン代）、給食材料費、 旅費交通費、医療消耗費

（ディスポ注射器等）、修繕費、減価償却費（建築資材）等、さまざまな費用に影響が
出ると懸念される。

参考

前年度比

2006（H18） 2007（H19） 累計

電気 0.5% 1.4% 1.9%

ガス 3.9% 1.9% 5.8%

加重平均 2.3% 1.7% 4.0%

電気料金・ガス料金の推移

6,269 6,269 6,330 6,415 6,373 6,344 6,417 6,504
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電気 ガス（円）

*東京電力、東京ガスのホームページから標準家庭の料金。

最近の原油価格の推移
（OPECバスケット価格）

66.89

71.89

68.71

74.18

79.36

88.99

84.28

60.0

70.0

80.0

90.0

07.06 07.07 07.08 07.09 07.10 07.11 07.12

年月

（ドル／バレル）

*バスケット価格：OPEC主要油種の平均価格。OPEC「OPEC Basket Price」

から作成。


